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は じ め に

ラワ語は系統的には北部モソ･クメール系に属する言語である｡ この言語の話 し手は,かつて

は北部 タイの平野部に広 く分布 していた といわれ るが, 現在 ではチエソマイ県 (C.Chiang-

mai)およびメーホンソソ県 (C.MaeHongson)の山岳地帯にしか 居住 していない｡その最

も主要な居住地は,チエソマイ市の南西約 150km の ボール ワン (BoLuang)およびその北

西約 50km のウソパイ (Umphai)の一帯である｡
1)

本稿は,私が1964年 9月か ら1965年 4月の間に北部 タイで行なった現地調査の結果にもとづ

いて, このラワ語ボール ワン万言の基本体系を簡略に記述 しようとするものである｡ より整っ

た記述的研究は,他の方言やカメー下語 ･カム語などとともに,英文の最終報告において発表

する予定であるo

l. 音 素 体 系

1.1. 音節の構成

ラワ語の音節を構成要素に分解 してみると, 次のように 2つの タイプ に 分けることができ

る｡

自立音節--C(C)Ⅴ(Ⅴ)(S)(C)

附属音節--CV

ここで, Cは子音音素,Ⅴは母膏音素, Sは半母音音素をそれぞれ 代表 してお り,( )は存

欠いずれでもよい ことを表わしている｡
2)

これか らも明 らかなように, ラワ語には トネームや レジスターの音素諭的対立がな く,また

附属音節の構成は単純である｡ そのために, 自立音節の子音音素や母音音素の種類が多 く,ま

(1) これについては,拙稿 ｢ラワ語の現地調査｣『東南アジア研究』Ⅲ-1,pp.150-153参照｡

(2) トーンについては2.3.(3)参照｡
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3)

た末尾成分 一VSCといった他の言語 にはあまり見 られ ない ような形式が存在す る〔

次に,おのおのの構成要素 について,各音素 の膏声学的性格 と結合関係の制約等を 自立二百節

の初硝子千千音素か ら川狛こ記述す る.r

1.2. 初頭子音音素

ボール ワン方言におけ る自立音節 の初頭子音音素 C寸よ次の表 の通 りであるO

Tl

閉鎖音

II Ill n'

唇 音 p ?b ph mb

歯 茎 音 t ?d th nd

硬 口蓋 音 C ?jy (ch) llJy

軟 口蓋宕 k kh r)g

声 門 宕 ?

鼻 音 摩擦音 ･流音

1Ⅰ Ⅲ ⅠⅤ Ⅲ IV

?m hm m f

?n hn n hl,s

hl1 n

?rl hl] l]

h ‖
H

V

,
.1
.

r

この表 では,調菩位置を タテに並べてあるが,上か ら唇音 (両唇着 または唇歯着), 歯茎音

硬 口蓋靖,軟 口蓋斉,声門音 の 5つの系列が認 め られ る- これ は特 に珍 らしい ことではない｡

しか し, ココOr)調手,'･様式 または7'｢別r'桐 ､f;:徴に よる系列はかな 叫 寺殊である〔 まず,閉釦 洋,良

音,摩擦音･流請の 3つの系列にわかれ,そのおのおのについて, I-lVの 4つの系列が認め
4)

られ る｡

系列 Ⅰは閉鎖音に しかない無声無気音の系列であるが,系列 Ilは閉鎖音 と鼻音 の両プ封こみ ら

礼, 硬 い声立てあるいは入 りわた りに声 JrlllFjtl_i;luiを伴った有声 音 とい う点 で Ⅰ,Ⅲ,1V と対立

してい る｡無声化 した鼻音お よび摩擦音 ･流二音は気苦 (h請)性があるもの として無声 山気閉

鎖音 とともに系列Tllとした ｡ 系列117はlIに対 して軟かい声立 ての有声音 であるが ここで閉若齢‡

の系列は入 りわた りが鼻音である｡

(1) /ptck/
5)

この系列の音素 に該当す る単苦は,無声無気 の閉鎖音 お よび破擦着 [pttGkコ である｡

e.g.≪4≫patuT][pa,uT]]4:手ニケ tai?LtZe･i?]≪灰≫ ca?[tGa:?]≪頭≫ kaih[kae･irゎコ

(2) /?b?d?Jy?/

(3) モ ソ･クメル話語にはこのような形式がさらに見出される可能性は十分にあると思 う｡ たとえば,

中部ベ トナムのパコ (Pacoh)語の末尾成分 [-W?]Lj?] ほ /b/仁?b-コ//i/[?]yj の allophone

されているが,/｣W?/,上j?′/とみなすこともできると思う｡cf.R.Watson,̀ p̀acohPhonemes‥,

Mon-KhmerStudiesI,ed.DavidD.Thomas(Saigon:1964),pp.140f.

(4) これに類似した系列化は,かつてはタイ話語にも存在したと思われるが (ただしⅡとⅣの対立は声

門化音対単なる有声音である),現在ではそれが トネームの増加とひきかえに単純化してしまってい

るocf.A-G.Haudricourt,‥Bipartitionettripartitiondamslessyst占mesdetons日,Btf;I.P
(1961),163-80.

(5) 以下, 〔 〕の宕声記引ま必要な場合のみ精密記号を用い,他は適宜に簡略化するo
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/?b,?d/は前声門化有声閉鎖音 [?b]亡?dコまたは内破音 [?6][26]である. /?Jy/は同様

に [?dネコまたは [76幻 が基本的であるが異音 として 弱い摩擦を 伴なった [?j] が観察 され

る｡/?/ほ 声門閉鎖音 亡?]である｡ e.g.≪建てる≫ ?boh L?bo:hコ～亡?6-コ≪指≫ ?d〇ih

[?d〇･eh]～[?♂-]≪村≫ ?]yuar)[?dネu･al〕コ～[?6第-]～[?j-]≪取 る≫ ?eah [71,aeh]

(3) /phth(ch)kh/

それぞれ無声出気の閉鎖音 または破擦音 Lp̀ t̀tG̀k̀]が該当する単音である｡ただL/Ch/

は基本的にはボ-ル ワン方言では ｢あきま｣ になってお り, 人名などに 現れ るのみでそれ も
6)

/th/と自由交替するoe.g.≪(食器など)洗 う≫ phak Lp̀a･k] ≪吐 く≫ th3Luk Lt̀3.tnk]

≪人名≫ chaiLt¢̀a:iコ～thaiLt̀a:i](タイ語/chaaj/)≪木≫ kht)u?[k̀p:u?]

(4) /mbnd員JyTlg/

附属音節が先行 しない自立音節の初頭子音 としては, 一般に 前鼻音化有声閉鎖音 Lmb nd

(rbd孝,)｡gコであるO ただ しこの位置では /nJy/をもった 形態素は私の調査の範囲には見 られな

かった｡eg.≪忘れる≫ mbiaLmbi:aコ≪降 りる≫ ndDuhLndD･uh]≪背なか≫ T]g〇[qg〇:]

しか し,先行する自立音節の末尾が鼻音 /-m -n-a -r)/であるときは入 りわた りの鼻音は

特に観察 されないoeg.≪ こども≫ kuan-ndDu?[kuandl)･u?]≪チョウチョウ≫ mbul〕一mbal〕

Embur)ba:r)j

附属音節が先行する場合は,同じ調音位置の鼻音プラス有声閉鎖音 Lmbndlt由 りgコであ

って,音声学的には [CVNIC-]のように鼻音部は附属音節の側に属する｡ いま, この鼻音部

を音素論的には自立音節の初頭子音の側に属すると解釈 した根拠は,仮に鼻音部を附属音節に

属する音素Nとした場合に附属音節 CVN- または N- との 結合においてしか 現れない 音素
7)

/bdig/を設定 しなければな らないか らである｡eg.≪口≫?ambt)m[?ambl⊃:mコ≪てのひら≫

?anduakL?andtu･ak]≪木製の碗≫?a氏Jaup[?arbdろa･up]≪塩か らい≫ sallgih[saT]gi:hコ

(5) /7m ?n?り/

この系列の音素には,前声門化有声鼻音 亡?m ?n?llコが該当する｡ この方言には /?a/紘

存在 しない｡e.g.≪焼畑≫ ?maL7m孟:コ≪帽子≫ ?nai?亡?n免Ii?]≪20≫ ?qa[?Tl孟:コ

(6) /hmhnh員hI〕/

これは入 りわた りが 無声音である鼻音 LrPm 甘nhrb さりコ である｡ 一般に無声音の部分はた
8)

とえばウソパイ万言のそれに くらべて強 くないoeg.≪巣≫ ?ahmaum L?aTPm孟 ･um]≪血≫

(6) もともとの *ch-も/th-/となっている.eg.≪売る≫ボールワン thDu?:ウソパイ cho?<*ch
(7) 実際,たとえば /?ambDm/を故意にゆっくりと発音させると,私のイソフォーマントは/?a-mbt)m/

のように切って発音した｡
(8) しかし,≪山≫m〇:≪医者≫hmつといった対立は存在し,かつてウソパイ方言の hm,hn,hlなど

がボールワソ方言ではすべて m,n,1などになっていると報告されたのは誤りである｡cf.Sanidh
Rangsit,"BeitragzurKenntnisderLawasprachenvonNord-Siam",AnthroPos,37140
(1942-5),pp.688-710.
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hnam L｡n畠:mコ≪つまむ≫ hnip[甑 i･pコ≪あ くびする≫ hqaPLらり盃:pコ

(7) /m n 免q/

これは単なる有声鼻音 Lm nrbllコであるが,(5)(6)に対立 して入 りわた りが軟か くLmm

nnrhrb｡I]コ と表わす ことができる｡eg.≪/ミナナ≫ ?am〇ihL?am5,eh]≪種≫ nつり[n5:qコ

≪針≫ ne?[rt,e･?]≪太陽≫ sar)ai?[saq畠･i?コ

(8) /fsh ;hl/

/fsh/には無声摩擦音 [fshコが該当 し,/hl/には入 りわた りが 無声音の 流石 Pl]が

該当する｡f:Ⅴ-hl:1の比例関係が成 り立つか ら /f/を /hv/で表わ してもよいが,実際

には /V/よりも摩擦が強い｡eg.<暗い>fiakEfi･ak]<食事する>sDum [sT)･umコ<-チ>

heLhさ:コくく雨>,hlai?Pla･i?コ

(9) /vj;lr/

/vj/は無摩擦 または弱い摩擦を伴なった 仁Ⅴ～℃コ[j]であり,/1r/ほ 側面苦 し1]およびふ

るえ音 [rコである｡なお, タイ系借用語では Lwコ も観察 されるが,仁℃,Ⅴコ と 自由交替する

ので これ も/V/としてお く｡ また(10)参照｡eg.≪ナイフ>,vikLvi･kコ～[U｣ ≪泣 く≫juJam

Ljulamコ≪6…> lEh LlE:hコ ≪--≫ roiLro:ei]≪泳 ぐ>,vai[wa:iコ～Lva:iコ<タイ語

/waaj/

(10) 初頭子音結合

初頭子音結合の第 1成分には /pphmb;kkhqg/が立ち,第 2成分には /lr;Ⅴ/が立

つが,実際の結合は次のものしかない｡

pl kl kv

- phr - khr

mbl mbr 11gl I〕gr

結合における各二音素の着声学肘性格は一般に以上に記述 してきた もの と同じであるが,/r/ほ

/phkh/の後では無声化 して [r] または [J] となることがある｡また /vノ/ほ摩擦を伴なわ

ず 仁可 または Lwコである｡eg.≪果実≫ p13i?[p13･i?コ≪毛布≫phru?[p̀ru･?コ～[p̀r-コ

～[p̀Tコ≪ コウモ リ>,mblak [mblak]≪鉛;>mbrak Lmbra･k]≪なめる>,kltuakLkluI･akコ

≪水牛≫ khrakEk̀ra･kコ～Lk̀r-]～Lkt]≪ トカゲ>,sar)glaLsaqgla:コ≪床下>,T]graum

L｡gra･umコ≪手を振 る;>kvakLktJa,k]

1.3. 母 音 音 素

自立音節の -Ⅴ(Ⅴ)-の位置に立つ母音音素およびその 結合は, ボール ワン万言ではいささ

か不均整な体系を示 している｡

ラワ語には /a:aa/といった母音の長短による対立はない｡ したがって母音の長 さはそれ

自体では音素論的な価値をもっていない｡ボール ワン万言では,その発音 くせ として,一般に
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単語を単独で発音するとき,文末の単語,文中の強調 された単語などほ自立音節の母音が相当

に長 く発音 され る｡その長さは一定 していないが, 母音で 終 る音節において最 も長い｡ /-?/

辛 /-h/に終 る音節で も長母音が現れ ることがあり, しば しは聞きとりに くい ことがあったO

本稿では単独で発音するときの母音の長めを [･コおよび 亡:コで表わ しておいた｡

l uユ u ia tua ua

e (Y) o ea Oa

C～ 3 1) 〇

a

(1) /iuu/

それぞれ,張唇前古,張唇後舌,円宙後舌の狭母音 [i][u][u]が該当する｡ eg.≪白い≫

piT][pi:I]]≪縫 う≫ ctur][tGtu:rlコ≪厚い≫ pu[pu:]

(2) /e(Y)o/

それぞれ,張唇前古,張唇後舌,円唇後舌の半狭母音 Leコ[Y][o]が 基本的であるが,/e

o/紘 /-?/の前ではやや二重母音化 して [ei]Louコとなることがある｡ また /Y/ほ 若干の

タイ系借用語に現れ るのみである｡eg.≪1≫te?Lte･?コ～[tei?コ ≪乳≫ neI〕[ne:t]]≪た く

さん>,soh[so:h]≪空色>,nam-r]ynLnamqy:nコ<タイ語/nまm-qYn/

(3) /e,3/

/e/紘,初頭子音 /?,h/および鼻音の後では, 鼻母音化 した 張唇前古半狭母音 L6] であ

り,その他の環境では鼻母音化 しない半広母音 Le]である｡eg.i:くびき≫?EkL?さ:k]≪唾

液>,?mE[7m6:]≪ マ ン ゴ->,pe[pe:コ

/3/は常に張宙中古半広母音 [3]または /a/よりやや後寄 りの [∈]であって,環境によっ

て鼻母音化や狭母音化することはない｡eg.蛋-ど≫ sa?3ulq[sa73:Luq]≪竹筒;>m3in

[m3:irb]～Lm賀:irbコ

なお, この 2つの音素は,/e/が半母音音素 Sの前には立たず,/3/は Sの前にしか現れな

い とい う相補的分布を示 していて, 当然 これ らを同一音素の allophone と考えたいのである

が,/a/が /a/辛 /ea/と同様に /?,h/および鼻音の後 とい う環境で鼻音化, 狭母音化す

るのに対 し,/3/ほそのようなことがないので, これ らと異なった 音素 と解釈することにし
9)

た.eg.≪行 く>,h3u[l13:uコ≪ - チ≫hE[h芭:コ<:わな>>heau?[hf･畠u?]≪浴びる≫haum

[h免:umコ

(4) /′つ,p/

(9) もちろん,この2つを同一音素 /e/と解釈して,/′a,ea,a/'のうち /e/のみは 半母蕃音素 Sの 前

では鼻音化 ･狭母音化しないという条件を加えればよいわけであるが,あまりに放伐的な解釈であ
るので探らなかった｡
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/〇/は,円唇後 舌の半広 またはそれ よりやや狭い 亡ココ～亡ヨコである｡ /?,h/および 鼻音の

後では鼻母音化するが,/E,a,ea/の場合はど顕著ではないo eg.≪川> klつり Lkl〇:r]]～

Lkl〕:qコ≪出る≫ ?っkL?さ:kコ
/D/は,/〇/ よりも少 し広 くかつ告の 円めの 少ない 非円告後舌半広母音 [?] である｡ が

LAコのように張唇ではない｡ふつ う音声記号 [D]は円檀後古広母宕つまり 亡〇コと Laコ の中

間音を表わすが, ここではこの音素を代表することにした｡ この音素 も /?,h/および鼻音の

後では鼻母音化するがさほど顕著ではない｡ex･<中> tDu?[tru?] く 火 三㌢ T]｡ [埠:]

なお,念のため /03D/の対立例を示 してお く｡cg.< タケノコ≫poqLpo:T]]宅は しごン

p〇I][p⊇:り]≪忠≫ p｡l][p?:rlコ

(5) /a/

まず,初頭子音が /?,h/または 鼻音のときは 著 しく鼻母二音化 された 張韓前古の半 広母音

[免]である｡ とくに母音で終 る音節の中および半母音 /i/の前ではさらに狭い 亡～e] も観察 さ

れ る｡eg.≪め し;,?aup l?畠 ･up]≪顔≫ naLn盃:]～亡n誉:コ≪太陽≫ S∂qai?[saq孟･i?]～

ト～e･i?]ただ し,初頭子音が /?/であっても附属音節 /1∂-/が先行 するときは 鼻母音化 され

ないで Laコまたは [zeコ と発音 され るのがふつうである｡ この 点 さらに 検討を要するように

思われ る｡eg.奄水≫ la?aum Lla?a･umコ～[la?ae,umコ.

初頭子音が軟 口蓋および硬 口蓋の閉鎖音であるとき,お よび-VSC型の音節において半母音

Sが /i/であるときは,張皆前古の(半)広母音 [ae]が観察 され る｡ eg.≪魚>,ka?[kae:?コ

<∈8…>satai?[sat記･i?コ

その他の環境では, [aコ か ら [q] にいたる範囲の広母音である｡ eg.≪盗む≫ mbra?

Lmbro.:?コ～Lmbra:?]i:茶き,saLscl:コ～Lsa:]

(6) /ia,ula,ua/

これ らはすべて漸弱型の二重母音 Li･a][M,a][u･a]である｡eg.<青年≫piplia[-pli･a]

≪笑 う≫ 凸ulahLrbuI･ah]く宅欲する>,kuat[ku･at]

(7) /ea,oa/

/ea/は,/?,h/および鼻音の後では著 しく鼻母音化,狭甘 糾 ヒして li･孟]となる｡//ea/:

/ia/の対立は ときには 鼻身性の 有無の 対立 と思われることさえある｡ eg.<取 るヨン?cah

L?i,盃hコ(cf.くく遊びに行 く> ?iaL?i:aコ)≪見る>neanLni･盃nコ

その他の環境では /ea/はやや三重母音的な Leiaコである｡eg.七滴/>pleaLpleia,コ

/oa/ほ一般に [o･a]であって,/?,h/お よび鼻音の後では僅かに鼻母音が観察 され る｡ eg.

<1寒い三-I,bkoat[ko･at]≪ くしゃみする≫ ?moakL7m6,ak]

1.4. 半母音音素

半母音音素には /iulu/の 3つ しかない｡ これ らは音声的には母音である｡
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(1) /i/

これは,/-C,一缶/の前ではわた り的な狭母音 Liコである｡eg.≪織 る>,taiaLta･irbコ≪鉄≫

h13icLh13･it¢コ

/-～,-h/の前および末尾子音を もたない音節では,主核母音が /0,3/の ときやや狭い半狭

母音 [∈] または [ei],その他の とき狭母音 [i]である｡eg.≪選ぶ≫ r〇ih[r3'ehコ≪はえ≫

roiLro:eコ～Lro･eiコ≪ きいろい≫ sar73iLsar)3:i]

(2) /u/

/-k,-り/の前ではわた り的な [u],/-～,-h/の前および末尾子音を もたない音節では [tu]

である｡eg.i:国>,m3ulr)Lm3･tnl]コ ≪ぬ ぐ>,pauk [pa,ulkコ≪亀≫ rauhLra:uhコ≪ ま

っす ぐな≫ S3tu[S3:u]

(3) /u/

これ も同様に,/-p,一m/の前ではわた り的な [u],/-?,-h/の前および末尾子音を もたな

い音節では 亡uコである｡eg.≪肝臓≫ tt)um EtD:umコ ≪牛≫ m3upLm3:upコ ≪肉≫ tDu?

LtD:u7コ≪あぶ ら≫ lauhLla:uhコ

半母音音素 と母音音素 とは自由に結合できるとは限 らないO次に可能な -Ⅴ(Ⅴ)(S)-を表に

しておこう｡

a a e D 〇 0 1 tu u ea Oa ia ua ua

ai 3i こ)i oi tu主 ui oai

atH 3tu

au 3u Du (〇u) iu eau

このうち,つuほ ≪玉ねぎ≫ hっum が 1例あるのみである｡

半母音音素 と末尾子音音素 との結合 も制約があって, この場合はいっそう体系的である｡ 可

能な -(S)(C) は次の通 りである｡

(-#) -2 -h -k -T]

-i -i? -ih

-u -uJ2 -ulh -uk -u q

-u -u2 -uh

-ic -i員

-t -n -p -m

-up -um

この表か らわかるように,/-ic,-in/には 分布のうえで 問題がある｡ まず, Lit¢コ [irゎコ を

/-C,一員/ とする解釈 もできるし, これを /-it,-in/または /-ik,-iI〕/とす る解釈 もできる｡

しか し,第一の解釈は /-uk,-up/などとの均衡上, また第二の解釈は主核母音の /i/プ ラ

ス /-t,-n;-k,1]/が存在するのにこれ らは [t¢コ[rb] とな らないこと, のために どち ら

236 - 46-



三谷 :ラワ占吾ポ ー ルワン方Jの基本終糸

も採 らなかった｡

1.5. 末尾子音音素

末尾子音-Cは次の10個である｡

-7 -k -C -t -p

-q -良 一n -m

-h

(1) /-～-k-C-t-p/

これ らは破裂を全 く伴 なわないか弱い 破裂を 伴 なう閉鎖 音および 破擦苫 E?Dコ Lkロコ Lt¢qj

LtロコLpqjである｡/C/ほ半甘 昔/i/の後にしか現われない｡ e.g.≪サル3>fLua?Lful･a?cj

≪乗 る≫ pok[po:k]≪美 しい≫ maic[m盃 ･it¢uコ ≪寺≫ vtuatLvuI･atoj ≪ ノミ≫ teap

[te'ap□]

(2) /り 血n m/

初 頭子 音の場 合と同 じく有声鉦 昔 [7]] [rt,][n][mコである｡/a/は 半甘首音素 /i/の後

に しか現われない｡e.g.≪立っている≫coT][t60:q]≪生 きている≫?aiaL?盃 .iItコく踊 る≫

foam[fo･anコ≪書 く≫ team [te･amコ

(3) /h/

無声の声門摩擦音 Lhコが該当する甘昔であるoe.g.≪鼻≫ mauIhLm盃･Luhコく炭か S〇ih

〔Sつ,eh] なお /-♯/:/-?/:/-h/の 対立例をあげてお く｡e.g.≪つば> m3-ka〔-kze:]:

<魚≫ ka? [k記･?]:≪くし≫ S∂kah Lkze･h],≪薬>,?Jytu･a [?由uI･a]:≪～の (所

有);少jula?[juJ･a?コ:くく100> ?∂julahLjuJ,ahコ

1.6. 附 属 音 節
10)

前 (または稀れに他の附属苦節の直前) に しか立たず,通例強勢を もたず付二昔が長め られ るこ

ともない｡その母音音素 も基本的には /a/のみである｡

/a/は, はっきりと発音すると [a]であるが, ふつ う弱 く発音 されて 中間狩宕 [∂]とな

る｡ また自立音節の母宕着素 /′a/と異なって /?/辛 /m/のあ とで も鼻母二肯化することな く

[∂コ～[a]である｡e.g.≪粉≫ ?∂liaI]亡73-]～亡?a-] ≪朝≫ masa?Lm∂-]～[ma-コ

cf.<宅7∋>?alehL?畠:1 ≪母>,ma?Lm盃･?コ

最 もしば しば用い られ る附属音節は /S∂-,?a-,13-/である｡ この うち /laソ ほ 後続の 自

立音節の初頭子章が /?/の場合が圧倒的に多 くその他の 子音の場合は少ない｡e.g.≪太陽≫

(10) この点で,クメル語やクム語などよりもモソ語に類似している｡現代モソ語の附属宕節もCV型のみ

であって,その母音も /a/に限られている｡cf.H.L Shorto,ADictionaryofModeynS♪oken
Mon(London:1962),pp.x～xi.
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sa1〕ai?Lsa｣ ≪治す≫ saphrai? Lsa-コ ≪夢をみる≫?aml)u?亡?a-]≪てのひ ら;>2andulak

[?a-];≪水≫ la7aum [13-]≪遊ぶ≫ laha? 仁13-]

そのはか /k∂-,p∂-,maソ などがある｡<宅上≫ k∂roaLk∂-コ<絹> pal｡upLp3-コ

<∈ポ メ ロき,ma20Lma-]

母音が /a/以外のものでは /pi-/[pir]がある｡ eg.≪商人≫ pithl)u?[pトコ ≪少女≫

pikhr3ihLpi-コ

また,次の例における /ku-,su-/も附属音節と考えることができる｡eg.≪ ここ≫ kur3i

Lku-]く宅すみません>,sumamai?Lsu1

2. 文 法 体 系

2.1. 単語の構成

ラワ語の単語をその構成によって分類すると概略つぎの 3種類が認め られ る｡

(1)単純単語- 1つの自立形態素か らなるもの｡その形は, i) 1つの自立音節か らなるも

のと,ii)附属音節 プラス自立音節か らなるものの2種類がある｡eg.i)≪飲む>,丘o?≪私>,

?ai?≪20≫ ?qa ii)i:9≫ satain ≪借 りる>,?ama?

(2)複合語-附属形態素プラス自立形態素か らなるもの｡その形は,大部分が,i)1つの附

属音節 と自立音節か らなるが,若干 ii) 2つの附属音節 と自立音節か らなるものがある｡e.g.

i)≪左側≫ kave?(-(ka｣+(ve?)),≪夜≫ m∂saum(-(m3-)+fsaum))ii)≪女の人≫

pi?ap3U叩 (-fpi-)+(?ap3u叩)),≪昼ま>,mass?I]ai?(-fm3-)+fsa?qai?))

(3)合成語-2つ以上の自立形態素か らなるもの｡実際には 2つの自立形態素か らなるもの

がふつ うで,その形 も2つの自立音節か らなる場合が多い｡e.g.≪はきもの≫ hak-cuall(-

<皮診hak+≪あし≫ cuat]) ≪松の木>,khtju?-qg3i?(-≪木>,khDu?+≪松>,r]g3i?)

もっとも,多 くの言語 と同様に,修飾関係で結ばれた内心構造の句 と合成語 との区別はあいま

いである｡e.g.≪潔≫ 】∂?aum kauユk (-≪水≫プラス≪熱い≫)

複合語の第 1成分 となる附属形態素は予期に反 して決 して多 くはない｡ もちろん,附属音節

の多 くはかつては何 らかの機能を もった附属形態素であった可能性は考え られるが,現在では

そのほ とんどが 1つの自立形態素の形の一部であるにすぎない｡く宅混ぜる≫?a?mea(-(?a-)

+≪～ と共に>,?mea)における (73-)のように他に 並行例がないためにその 機能の明らか

でない ものを除けば,機能の明 らかな附属形態素は次のものに限 られている｡

fkal･･･場所 ･方向を表わす｡e.g.≪中側>,kanai(naiく宅中の>,<タイ語),≪右側>,katl)m
ll)

(tDm く宅右の≫)≪南>,k∂saih

(ll) <北>,k∂?doaq≪南≫k∂saihなどの -saih,-?doanはいわゆる uniqueelementである｡
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Ima｣-時を表わすo e.g.<朝> masa?(sa?<早い♭･), m∂sa?Ilai?<41まン (sa?qai?

＼おそい>)なお, この m3-は-<～の時に>mLuaの短縮形 と思われ る｡

Ipi-)-｢もの (者･物)｣ を表わす｡ e.g.pithDu?<商人> (thl⊃u?<売 る>,)pi'1dDl〕くつ

け もの>･('IdDl〕≪つける>),なお, この pi-は pui<宅人≫の匁猪古形である｡

形態素 fpi｣ は,また次の例のように 関係代名詞的に 用い られ ることがある｡ このときも

人 または物を表わす｡

e.g.mahpenpi一一kuat?eah?uり (である ･此 ･pi一･したい ･とる ･それ)それをほ し

いのは誰ですか｡

です か ｡

しか しこの場合,宥誠形式 としてほ /ノ#pikuat♯/′であっても, 文法形式 としては 雄pi#kuat

?eah?ulrl#)あるいは I#pi#kuat?eahpa?#)であるので, この fpト)を接頭辞とするこ

とはできない｡(なお 2.2.(1)ii)参照)

2.2. 形式類 S一名詞類および名詞句

形式類Sは,基本的には女の主語の仕掛 こ立つ形式 として定義 され るが,そのはか他動表現

の目的語,前置詞付加の構造,それ 自身 より大 きい名詞句の垣接成分などの位泣封こも立つ こと

ができる｡

C.g.[主語]/muthl⊃1∂?a/hlak po?一一te? (人びと ･あの ･2･愛する ･互いに) あの二

人は愛 しあっている ;m乱hmam /h3i/(である ･何 ･これ) これは何ですか ;[目的語]sワp

t3uh/?uT]/(好む ･ない ･それ)それはきらいだ ;kai?daロ/?ajulah ?mat/(ある ･まだ･

100･バ-ツ) まだ100バーツある ;[前置.刷寸加]sam kulahh3ila?/pa?/(しよう ･与え

る ･これ ･～に ･~賞) これをお前にやろう ;mai??3in ma?n3um /kanom/(あなた･来 る･

あなた ･～か ら ･どこ) あなたはどこか ら来たのですか ;亡名詞伸 二おける修飾語]pu主/h3i/

(人 ･これ) この人 ;satlial]/?jyuaT]l∂vtua?/ (動物 ･朗 う ･村 ･ラワ族) ラワ族の 村の家

杏 ;etc.

この形式類Sに属する卑語 としてほ,名 詞,人称代名詞,指-;轟■'-I,数..FI-1などであるが, この

うち数詞は他のグループとは異なって形式類Vを修飾することができる｡

(1) 名詞および名詞句

i)名 詞

このグループに属する単語はきわめて多い｡e.g.kail1頭,raic草,khr3Lur]ことば.saT]ai7

日,1∂vula?ラワ抹,vuat寺,etc.

これ らは上述の形式類 Sの職能をすべてもっている｡ しか し, 場所 および 時を表わす名詞
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(および名詞句)はそのはかに前置詞などを介さないでも動詞 ･動詞句を限定修飾することが

できる｡

e.g.?ai?ktuih3u(null])/viaI〕/ (私 ･経験がある .行 く･(～に)･町)私はチエソマイ

に行ったことがある ;?ai223in?auk/kur3i/?i?d3in (私 ･来 る ･住む ･ここ ･すでに ･

ながい)私はここにながい間住んでいる ;sam juhkan/la?aih/ (しよう ･する ･仕事 ･き

ょう) きょうは仕事をしよう ;sa23ihあす ;ka?3uh きのう ;etc.(なお,kur3i等について

は指示詞参照)

また,後述のように意味上計量の可能な名詞はたいてい後続の数詞 ･数詞句によって限定修

飾 されるが,一部の名詞は先行する数詞 と結合 して数詞句を構成することがある (単位詞)｡

e.g.ti?/S∂qai?/1日 ;la?a/pui/2人 ;1∂?oi/?b3u/3個 ;pau叩 /7mat/4バーツ ;

etc.

しかしこの単位詞は他の言語の類別詞のように多 くは用いられず, とくに名詞が指示詞によ

って限定されるときは原則 として用いない｡

e.g.peh3iこのマンゴー (pe?b3uh3iとはいわない);?al∂?a 2羽のにわとり (?etua

la?a とはいわない);etc.(なお,数詞 ･指示詞参照).

ii)名 詞 句

最 も代表的な名詞句は,名詞を内心構造の-ヅ ドとする限定修飾関係の句である｡その構造

紘,被修飾語 (名詞)+修飾語である｡修飾語の位置には,名詞 ･人称代名詞 ･指示詞 ･数詞

などが直接にまたは前置詞を先行 して立つほか動詞も立つ｡

e.g.仁名詞]/kuanst)?/犬の子 ;/?avianu叩 pi?doak/ (とら･～における ･森) 森の

とら ;仁人称代名詞コkuath3unur)/ntua?(jula?)te?/(したい･行 く･～に･家･～の･自分)

(自分の)家に帰 りたい ;[指示詞]/cauph3i/この帽子 ;[数詞コ/tuaq137oi/3羽の アヒ

ル ;亡動詞コ/puithou?khua/(人 ･売る ･もの) もの売 り ;/satliaq/(動物･飼 う)家畜 ;

etc.

形態素 pト が関係代名詞的に用いられることについては前にもふれたが, この pi一 に導か

れる句も名詞句である｡ まず, pi-+動詞句において, 動詞句が 目的語をもたない他動詞句で

あるとき pi-が意味上の目的語 となる｡

e.g.mahmam /pi-sam tipa?/(である ･何 ･もの ･しよう ･買う ･君)君が買おうと

するものは何か (-君は何を買うか);?ai?joqt3uh/pト ?ahke?/(私 ･わかる ･ない ･こ

と ･言 う ･彼)私は彼のいうことがわからない｡

動詞句が自動詞句または目的語をもつ他動詞句の場合は pi-が意味上の主語 となる｡

e.g.pai?jo7]Pa?/pi-h3ukurD/?a (君 ･知 る ･君 ･ひと ･行 く･あそこ ･～か)君は

あそこを歩いているひとを知っているか ;mahpen/pi-sam ti?tul]/ (である ･誰 ･ひと･
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しよう ･買 う ･それ)それを買う人は誰ですか ;

さらに,pi-ほ所有を表わす前置詞 jtua?が導 く句 とも結合 して名詞句を構成することがあ

るっ

e.g.h3imah/pi-jLua?pen/(これ ･である ･もの ･～の ･誰) これは誰のですか ;/pi-

jula??ai?/S∂khrak,/pi-jula?ma主?/saT]a 私のほ赤色で,あなたのは緑色だ｡

名詞句には, このほか,並列および同格の関係によるものがある｡同格の名詞句で注意すべ

きものに,形式類 S+?ulr)がある｡ これは強調表現であるが主語の位置にしか立たない｡

e.g.[並列]puilavtua?kai/?akhraksD?13ic?Dh-?3ih/(人 ･ラワ ･もつ･にわ とり･

水 牛 ･犬 ･ぶた ･何でも) ラワ族は にわ とり-････その他 何でももっている ;ヒ同格コ kuJah

/pai?kuanndDu?/?oat?ull](させる ･君(たち)･こども ･聞 く･それ)お前たちこどもに

聞かせてやる ;/?oan?uIT]/sop?uJq,/?oan ?ull〕/sopt3uh?tuq (あるもの ･それ･好む･

それ ･あるもの ･それ ･好む ･ない ･それ)あるものは好むがあるものは好 まない〔

(2) 人称代名詞

i)基 本 型

人称代名詞は必ず しも整った体系を示さず,基本型は次の通 りである〔

1人称 2人称 3人称

単数 ?ai? 複数 ?e? 普通 pai? 尊敬 mai? 人間 pui(puithl),etC.)

もの ?tul]

単数 ･複数の区別は 1人称にしかな く,その他の人称では 複数は muをそえて 表現する〔

mupai?≪君たち≫ muthlj≪彼 ら> など｡(1人称でも mu?C? の形 もある｡)

2人称では,相手が話 し手 より日下または同等であることを表わす ときは pai? 口上である

ことを表わす ときほ mai?を用いる〔 このほかタイ系借用語の khun≪あなた),khu≪先

生二> なども用いられ る0

3人称 として本来の人称代名詞は 弱まり型にしか 残ってお らず, 名詞の pui≪人≫,pu主

tht)≪あの人≫,muh3i≪ この人たち≫ などを適宜代用する｡ 人間以外のものを 表わす代

名詞 ?Lur]≪それ≫ ほ職能が限定 されていて,他動表現の H的語の位掛 こ立つか,先,行する同

路の名詞 とともに主語の位閏に立つかのどちらかである｡

e.g.[目的語] ?ai?sl)pt3uh/?u113/私はそれを好まない ,'mall/?uIT]/そうです (それ

である);[主語,他の名語 と同格で]/nata?uJr]/maic,maict3uh?aphaum (鞠 ･それ ･

よい,よい ･ない ･心) 顔はきれいが気立てがよくない ;etc.

?url以外の 基本型の 人称代名詞は, 文の主語の位置 と他動表現の 目的語の 位指に立ちう

る｡また前置詞 との結合においてほ次に述べる弱まり型 と自由交矧抑 こ用いられ る｡

e.g.[主語]/?ai?/sam juh?uT]私がそれを しよう ;/pu主/kuatjuhke?lylula?khrDu?
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(彼 ･したい ･つ くる ･彼 ･家 ･新 しい) 彼は 家を 新築 したがって いる ;L目的語コpikhr3ih

thl)hlak/pal?/(娘 ･あの ･愛する ･君)あのこほ 君が 好きだ ;[前置語付加]sam kuah

?uIqla?/mai?～ma?/それをあなたにあげましょう ;khrakjtHa?/pai?～pa?/君の水牛 ;

etc.

ii)弱 ま り型

ラワ語には以上 と別に弱まり型人称代名詞 とでもよぶべきものがあるo

l人称 2人称 3人称 再帰的

?a(i)?,te? pa?,ma? ke? te?

2人称の pa?と ma?の相違は基本型の pai?,ma17のそれ と同じである｡ また 3人称 ke?

ほ人間の場合のみに用いる｡これ らは,形式類Sの職能のひとつ として,前置詞 との結合や名

詞句における修飾語の位置に立つ ことができる｡ この場合, 1人称はふつ うte?であるが, こ

れはむしろ≪自分≫を訳すべきものであって, 2･3人称でもその文の中で pai?,ma主?,pu主

等 7)ミすでに表わされているときには再帰的に te?を用いることができる｡

e.g.[前置詞付加]?ai?kaikhrakjula?/te?/soh(私 ･もっている ･水牛 ･～の ･自分･

た くさん)私は自分の水牛をた くさんもっている ;?ai?sam ti?ape?1a?/ke?/ (私 ･しよ

う ･買う ･上着 ･～に ･彼)彼に上着を買ってあげよう ;puiti?ape?la?/te?/彼は自分の

ために上着を買った ;[修飾語]?ai?kuath3unutり?JyuaT]/te?/私は自分の村に行 き (-棉

り)たい ;ma主?kaima?kuan/ma?/kuanndl)u? (あなた ･もつ ･あなた ･こども ･あな

た ･い くら) あなたはお子 さん何人ですか ;pai?kuath3unuT]llula?/te?/?a君は自分の

家に帰 りたいか ;etc.

ところで,自動詞には主語の人称に一致 してこの te?,pa?,ma?,ke?が しば しば接尾的に

付加され る｡(不定法的に単独で言うときには te?を用いる｡eg.h3ute?≪行 く≫)

eg.?ai?kuath3u/te?/kurD(私 ･したい ･行 く ･私 ･あそこ)私はあそこに行たい ;

pai?h3u/pa?/ khtu?君は行った万がよい ;pu主tab/ke?/?men?ai? (彼 ･泊 まる ･彼 ･

と共に ･私)彼は私のところに泊 まった ;sP?thl)?aukxnu叩 ?Jyuar】-ra?あの犬はボ←-ルワ

ンに住んでいる ;etc.

他動詞+目的語の形で自動詞になっているものについても同じであるが, この場令,(他動

詞+名詞)+te?であるとも,他動詞+ (名詞+te?)≪ 自分の～を～する≫ とも考えられる｡

eg.khaulknate?(洗う･疎 ･自分)所を洗 う ;jiap?qeate?(とじる ･冒 ･自分) 日を

つぶる ;etc.

また,他動表現における他動詞や,疑問文の述語動詞においてほ自動詞 ･他動詞の区別なし

に, この弱まり型人称代名詞が接尾的に 付加されることが 多い｡ このとき 1人称には ?a?～

?ai?が用い られ (ただ し多 くの場合省略 される), 3人称には ke?のはかに puiも用いられ
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るか ら,自動詞の場合に くらべjtはより主語的であるといえる〔しか しこの位置に-一般の名詞

が主語 として立つ ことはな く, また別 に主語が表わされ る｡

eg.亡他動表現コ?ai?sam kulah/?ai?/?uT〕1a?pa?私はそれを君にあげよう ;mai?lau

/ma?/naqSLuthl)khul?(あなた ･読む ･あなた ･本 ･あれ ･する方がよい) あなたはあの

木を読むべ きだ ;?ir3Luk/pui～ke?/?uT]h3u彼はそれを もって行ってしまった ;[疑問文]

?ai?h3u/?a?/kanom 私はどこに行 きますか ;pai??aulk/pa?''?Juaq-ra??a(君 ･住む･

君 ･ボ-ル ワン村 ･か)君はボール ワンに住んでいるのか ;pui?ihoicspum /ke?/?a(彼･

すでに ･終 る ･食べ る ･彼 ･か)彼は もう食虜 したか ;sD?thl)h3uXkanom あの 犬はどこ

に行くのか ;etc.

なお,再帰的の te?ほ 目的語にも用いられ る｡eg.?ai?kuatkulaht3uh/te?/ce? (私 ･

したい ･させる ･ない ･自分 ･ぬれ る)私はぬれた くない (-私は 自分をぬれさせた くない)｢

その意味で po?--te?≪おたがい二＼㌧ もこのグル-ブに属するといJLるreg･?ai??menpai?

hlak/po7-te?/ぼ くと君は愛 し令っている ;etc.

(3) 指示詞その他

本来の指示詞は,近称 h3iと遠称 thl)の 2つ しかない〔 しかし, 接頭辞 ka- と結合 して

場所を表わす名詞を作 ,73ものは このほかに発聞 ･不定 ･汎称 などがある〔それ it'ほ次のような

体系を示す｡

近称 遠称 発問 不定 汎称

もの h3i thl) nOm (?3)?3ih ?oh-?3ih

場所 kur3i kurl)
L kan｡m k∂73ill ka?Dlトka?3ih

方 向 kah3i kahP ′

場所 と方向は次の例のように区別 される〔

C.g.73ilyl/kah3i/こちらへ来い ;?3ilyl/kur3i/ ここ-来い ;

h3ut〇/kahp/あっちへ逃げた ;h3u/kurD/あそこへ行 く〔

発閏 ･不定 ･汎称はそれぞれ nom くこどれか> (?a)73ih<どれ も (ない) 二>, ?Dh一?3ih

≪ どれ も≫ 等 と訳 され るものであって,不定は否定文にも用いられる｡

e.g.mah/mom/pi-maic(である ･どれ ･もの ･よい) よいものはどれか (-どれがよい

か);kait3uh/?a?3ih/nuIT](ある ･ない ･どれ も,何 も ･(そこ)に) 何 もない ',kuath3u

/ka?I)h-ka?3ih/どこにで も行̀きたい ;ctc.

被修飾語の位帯封こ立たないこと以外は指示詞は名詞 と同 じ職確をもつ｡指示詞が名l詞cDll',5飾

語の位臣封こ立つとき,ふつ う単位詞を介さずに再接に名詞を限定修飾する〔まれに準位詞/Ll'f伴

うことがあるが,その場 合数詞 と異なって,名詞+単位詞+指示詞の語順となる｡

eg.khrak/h3i/ この水牛 ;pui/thD/ あの人 ;?ape? (plah)/nom/ どの上着 ;?lyuar)
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lavua?(?Juat])/h3i/ このラワ族の村 ;etc･

ここで若干の発間詞にふれてお く｡発間詞 nom ≪ どれ≫,man ≪何≫,pen≪だれ≫ は

基本的には形式叛Sに属する代名詞である｡ しか し, これ らは 原則 として 主語の位置に立た
12)

ず,常に補語 (mahの目的語) として表わされるoすなわち,mahnom pi-～ (である ･ど

れ ･もの ･～)≪～のはどれか≫,mahman pi-～≪～のは何か≫,mahpenpi-≪～のは

だれか≫のような形で表現 され るO この表現はまたこれ らが意味上 目的語である場合にも用い

られる｡

eg.mah/nom/pト ra?大 きいのはどれか ;man/man/pi-kuatpa?君がほしいのは

何か ;仁目的語コmah/pen/pi-juhh3iこれをつ くったのは誰か ;etc･

なお, これ以外の発間詞は次の通 りで, 他の品詞か句に属する｡ ≪どこ≫ kanom,≪い く

ら≫ kuanndl⊃u?L数詞],mu?mam,mtuanmam,<こいつ≫ 員am mam,≪ どのように≫

?jallman,≪なぜ≫ juhmam etc.

(4) 数 詞

基本的な数詞は次の通 り｡

《1》te7-ti? 《2》132a 《3》13?oi 《4》pauIq 《5》phoan

《6》1eh 《7》?a-1eh 《8》satai? 《 9》satai丘 《10》koa

このうち≪1≫ ti?は単位詞 との結合においてのみ現われ,その他では te?である0

ll-19は≪10プラスⅩ≫の形で表現 されるが,≪12≫≪13≫≪18≫≪19≫以外に 13- が挿入

される｡

《11》koa-late? 《12》koa-1∂?a 《13》koa-1a?oi 《14》koalapatuT]-･･･

･-.･･-････--- 《17》koa-1a?a-1eh 《18》koa-satai? 《19》koa-sataia

20以上の10位の数は上の 1位の数詞と形のうえで関連をもっている｡

《20》?qa 《30》?qOi 《40》lapatnq 《50》lahoan

《60》laqgleh 《70》?a-qgleh 《80》latai? 《90》latain

なお, 《100》?ajtuah《1,000》puJan《10,000》hm3tuT].

長い数表現には適宜 ?mea,paiが挿入され る｡

e.g.《873》satai??ajuah(?mea)?a-qgleh(pai)1a?oi

また, 疑問を表わす数詞は kuanndl⊃u?≪い くつ≫, 不定は ?oan≪い くつか, ある～≫

である｡e.g.kuanndou??b3u何個 ?;?oan?mat何バーツか｡

数詞は名詞を限定修飾することができるが,限定 される名詞が単位詞であるとき,数詞+早

位詞の構造をとる｡この構造 自体が名詞句 として主語や 目的語の位置に立ちうる｡

e.g./13?a?b3u/?ise2個が くさっている 仁主語コ;?ai?kuat/ti?plah/?nっり私はただ

(12) 2.3.(2)参照｡
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1着は しい [目的語];?qan3um 20年 ;?ajtuah?matlOOバーツ ;etc.

単位詞以外の名詞を,単位詞を介 して計量する場合は,名詞+数詞+単位詞の構造をとる｡

しか し単位詞は必 らず Lも必要 とせず,ふつ うは名詞+数詞の形である｡ 実際,ラワ語の大部

分の名詞はタイ語などの類別詞 のように特定の単位詞を もたない｡

e.g.pel∂?oi～ pEla?oi?b3uマンゴー3個 ;puila?a～ puila?apui2人 ;sD? pauT]

犬 4匹 ;etc.

ただ し,pu主≪人≫や hla?≪葉≫のように名詞 と単位詞が同一である場合, 1のときは,

数詞 (ti?)+単位詞, それ以外のとき 名詞+数詞のタイプが 多いようである｡eg.ti?pui1

人 ;puileh 6人 ;ti?hla2 1枚 ;hla?13?a 2枚 ;etc.

ところで,数詞+単位詞は数詞句 として数詞と同様に,動詞を修飾することもできる｡次の

ような例では明 らかである｡

eg.kutih3ute?/ti?cuaT]/ (経験がある ･行 く ･私 ･1･回) 私は 1度 行ったことがあ

る ;m〇h3ihloaTl/ti?pulanmet/(LU･これ ･高い ･1･1,000･メー トル) この山は高 さ

1,000メー トルだ ;?aulk/ti?pui/1人で住む ;etc.

次の例のような場合には,他動詞+目的語という動詞句を数詞 (句)が限定 している構造 と

考えることができる,

eg.ti?au/137a?b3u/ (買う ･みかん ･2･個)みかんを 2つ買う ;puithDkaikuan

/137oi/(人 ･あれ ･もつ ･こども ･3)あの人は こどもが 3人ある ;etc.

もちろん, これ らは他動詞 +(名詞 +数詞(句)) と分析 してもよいわけであるが, 名詞 と数詞
13)

の問に他の動詞修飾語が入 ることがあるので上のように解釈 しておいた｡すなわち,

satu? r3tuk sl)7 7mea te? te? (坊主 ･連れて くる ･犬 ･～ と共に ･

たO

2.3. 形式類 Ⅴ-動詞および動詞句

形式類Ⅴは,それ自体で もしくは 目的語を伴なって述語の位置に立ちうる形式である〔その

ほか,名詞など形式類Sを限定修飾することもできることは名詞句の項で述べた〔

e.g.[述語]?ai?/kuat?aic//(私 ･したい ･寝 る) 私はねむたい ;/hlai?/雨が 降ってい

る ;/mahmam/pi-poanma?(である ･何 ･もの ･食べる ･あなた)あなたの食べた もの

は何ですか (-何を食べ ましたか);[修飾語コ?ai?sT)pkuanndDu?/tia?/私は 小 さい こど

もが好きだ ;pui/thou?khua/ものを売 る人 ;凸am /hlai?/雨の降 る時 (-雨 季);etc･

(13) たとえば日本語においても,｢2つのみかんを買う｣｢1匹の犬をつれてくる｣ よりも ｢みかんを2
つ門う｣ ｢犬を1匹つれてくる｣の方が普通の表現である｡
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単語 としての形式類Ⅴは動詞であって,自動詞 ･他動詞 ･形容詞 ･無人称動詞などがある｡

(1) 自 動 詞

目的語をとらずに述語 となりえて, 人称を表わす te?;pa?,ma?;ke?が付加 され る｡ 不

定法的に用いる場合ふつ う te?を伴 う｡ このグループに属する単語は数多い｡

e.g.h3ute?行 く;?3i丘te?来 る ;sl⊃um te?食事する ;?aicte?寝 る ;坑tuahte?笑 う ;

etc.

pikhr3ihthD/julam ke?/ti?pui(少女 ･あれ ･泣 く ･彼女 ･1･人)あの子はひとりで

泣いている ;pai?/?3i丘pa?/mtuamam 君はいつ来たのか ;etc.

(2) 他 動 詞

目的語 と結合 して他動表現の句を構成 しうるもので,不定法的には ?uq≪それ≫を伴って

表わされ る｡このグループも数多い｡

e.g.poan?ulr]食べる ;kulah?uIT]与える ;jo??uIT]見る ;t3um?uIq煮 る ;th13u??uT]

売る;etc.

他動表現は,他動詞+目的語の構造で表わされるが,後置助動詞や人称を表わす ?a(i)?;pa?,

ma?;ke?ほ 目的語より前に他動詞に付加される｡

e.g.?ai?/?att)uh?a?pui/(私 ･会 う ･私 ･人)私は人に会った ;/jor)t3uhpa77uq/?a

(わかる ･ない ･君 ･それ ･か)君はそれがわか らないのか ;etc.

目的語の位置には,ふつう,名詞 ･指示詞 ･人称代名詞 (?tur],te?,pa?,-,po2-te?など

も含めて) ･数詞 ･名詞句などの形式類 Sが立つが,ときには形式類Ⅴが立つ こともある〔

e.g.LS]juh/kan/仕事をす る ;(?ai?)pっ mai?coi/te?/(私 ･願 う ･あなた ･助ける ･

自分) どうか私を助けて下 さい ;pu主sl)pt3uh(ke?)/m3upmbran/(彼 ･好む ･ない･彼･

牛･ビルマ人)彼はビルマ人の牛がきらいだ ;LV]?ai?kuat/sl)uln(te?)/私は食べたい (-

腹がへった);mai?satl)kma?/?ahkhr3ulqlavula?/la??ai?(あなた ･教える ･あなた･

話す ･ことば ･ラワ ･～に ･私)あなたは私にラワ語を話すことを教えるO

いわゆる連結詞 (copula)の mah≪である≫ も職能のうえで他動詞に属する｡man+目的

語の構造をとるからである｡ただ,mahの場合は 目的語の位置に文が立つ ことがある｡

e.g.h3i/mah?am〇ih/?a(これ･である･バナナ ･か) これはバナナですか ;/mah ?Lur)/

そうです ;?aup/mahpuih3u?iake?/?a(か ･である ･彼 ･行 く･散歩する ･彼 ･か)彼

は散歩に行 くのですか ;etc.

他動表現の特殊なものとして使役表現がある｡ これは,使役動詞 +目的語+動詞(句)の形で

表現されるO使役動詞は,kulah≪させる≫,p〇≪願 う≫,satl)k≪教える≫ などのほかは

余 りない｡
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C.g.(?ai?)/pっmai??ahkoikoi/(私 ･折む ･あなた ･話す ･ゆっ くり ･ゆっ くり) どう

かゆっ くり言って下 さい ;?ai?kuat//ktuaht3ullte?ce?/(私 ･したい ･させ る ･ない ･n
分 ･ぬれ る)私はぬれた くない (エロ分をぬ らした くない)∩

これに対する受動 表現はラワ語では余 り一般的な表現でないようであるが,形 としては lDk

+目的語+他動詞 の構造をとる〔

e.g.puisam /lPkke?tamnuathm3uJk/,sup?jLua～fin (彼 ･だろう ･当たる ･彼 ･ 警

察 ･捕える ･吸 う ･ア-ン)彼は7-ソな吸ったか ら警察に捕 まるだろう(

(3) 形容詞 ･無人称動詞

ラワ語は音節構成要素 としての トネ-ムをもたないが,一種の文法的要素 としての上昇型 ト

ーンがおって,形容詞 と無人称動詞のみに伴って現われ る〔

e.g.tin?,,1了'1,巨きいItl､plltuah′/｢′/潮 か ,:,い ＼,;hlai?♂////雨が降 ,Ty>-～cf･hlai?＼≪雨＼ミニ,(名

詞)

i)形 容 詞

形容詞は無人称 動 詞 とちがって主語に対す,TJ述語にな E)うるが,弱まり型人称代名詞が付属

することはない｡

C.g.pikhrL7ihthD/maic/loan あの娘は とても美 しい ;S∂keapjula?ma??aup/?daT]/

?a(火は し ･～の ･あなた ･か ･長い ･か) あなたの火は しは長いですか ;etc.

形容詞の比較は,1ula または phrah≪ よりも予 を介 して表わ され る｡最上級は lulapui,

phrahpuii:ひとより,ほかよし):＼て圭現され ,I,r

e.g.h3i/maiclLuathp/これは あれ よりよい ;?ai? ?ah tDu? 13ic /lvlum Phrah tDu?

ka?/ (私 ･思 う,い う ･肉 ･ぶた ･うまい ･より ･内 ･魚)私はぶたの 方が 魚 よりおいしい

と思 う ;?Jual〕1∂vtua?pi-/ra?phrahpui//mah?Jyual十ra?(村 ･ラワ ･もの ･大 きい ･よ

り ･他 ･である ･ボール ワン) ラワの村で最 も大 きいのはボール ワンです ;etc.

形容詞 が他の動詞 と同株に名詞など形式類Sを限定修飾することは前 述のj酎 )だが, このほ

かにときに他の形式研Vをいわば副詞的に限定することがある.r

e.g.puih3uke?/klaicklaic′/(彼 ･赤 く･彼･はやい･はやい) 彼ははや く)/I,i-く ;kuan-

ndDu?h3ijuh?ljh-?3ih/maic/(こども ･これ ･する ･何で も ･よい〕 この子は何て も 巨手

だ ;etc.

ii)無人称動詞

無人称動詞は主語をとることがない(意味的には天候や時日鞘こ閏するものが多いが,形容詞

と同様に上昇型 トーソをとZ,∩

?i/mbr3um/もう正午だ ;?aup?i/110ic/?a(か ･もう ･終 る ･かう もう終ったか ;pun

h3ut3uh,/hlai?/la?(できる ･行 く ･ない ･雨が降 る ･(われわれ)に対 して)雨が降ってい
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るか ら行けません ;

(4) 動詞句について

動詞句は核 となる動詞に種々の形式が付加結合 して構成 されるが,大ざっばにいってそれに

は一定の順序がある｡以下,その順序に従って述べて行 く｡

i)動詞の並列

これは動詞句の並列とは別に, これ自体が核 となって次の後置助動詞や人称代名詞 と結合す

る形式である｡

e.g.?っia?aulk来て住む ;/h3u?ia/te?遊びに行 く;/sDum len/te?,?isakte?(食べ

る ･遊ぶ ･私 ･もう ･満足する ･私)オヤツを食べて満腹 した ;/rっih?eah/?uIT](選ぶ ･取

る ･それ)好きなのを取れ ;etc.

ii)後置助動詞付加

後置助動詞の例は後で挙げるが,後置助動詞付加の形式 と限定関係の形式 とは te?等の位置

で区別され る｡

eg.?aisam h3u/ll)uh/te? 私 もいっしょに行 こう L後置助動詞];

?ai?sam h3ute?/klaic/ 私は速 く行 こう (歩 こう)亡修飾語]

?ai?sam h3u/lPuh/te?/klaic/ 私 もいっしょに速 く歩 こう｡

iii)人称代名詞付加

自動詞と他動詞には弱まり型の人称代名詞が付加 されるが, これについてはすでに述べたか

ら省略する｡

iv)他 動 表 現

他動詞 (使役動詞 ･連結詞 mahも含めて)は 目的語をとって他動表現の形式をつ くるが,

これもすでに述べた｡

Ⅴ)限 定 修 飾

以上 i)か らiv)までの形式はすべて,被修飾語+修飾語の構造における被修飾語の位置に

立ちうる｡修飾語の位置には,前置詞 ･接続詞に導かれた形式,場所･時間を表わす名詞(句),

副詞的に用いられた形容詞などのはか,数詞(句)が立つ｡

e.g.[前置詞付加句コmai??3ia ma?/n3um kanom/あなたはどこか ら来 ましたか ;L接

続詞付加句]sam h3ut3uhte?/ndapuih3u/もし彼が行 くなら私は行かない ;[名詞コh3u

ma?/kanom/どこに行きますか (-こんにちわ);亡形容詞]pi?ap31ur)juhpipoan /Bum/

(女 ･つ くる ･食物 ･おいしい) 女性は 食物をうまくつ くる ;L数詞] ?Jyual〕h3ikai員ua?

/kuanndpu?(lal〕)/(村･これ･もつ･家･い くつ･軒) この村には家は何軒ありますか ;etc.

vi)助動詞付加

助動詞は以上の動詞 ･動詞句の直前に位置する｡助動詞の例は後で挙げる｡
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e.g./?i/hoicもう終った ;/ti?/?3i丘t3uhke?彼はまだ来ていない ;etC.

vii)動詞句の並列

最後に,動詞句の並列がある｡ 意味的には修飾関係の場合も多いが構造の上の相違がないの

でこれに含めてお く｡

e.g･jo??uqhmt)n?tHT]見たり聞いた りする ;?ai?h3ute?neanculkjua?te? (私 ･

行 く･私 ･見る ･田 ･～の ･自分)私は自分の田を見に行った ;etc.

2.4. 種々の附属語

(1) 前 置 詞

しば しは 用いられる前置詞には 次のようなものが ある｡ e.g.nu T] ≪～において≫, la?

≪～に対 して, ～のために≫, n3um ≪～か ら≫,?mea≪～ と共に, といっしょに≫ ttua

≪～を用いて≫,jula?≪～の所有になる≫,?jaT]≪～のような,に≫, lua,phrah≪～よ

りも≫,etc.

これ らの前置詞は,形式類 Sを導いて,他の形式類 Sや形式類Ⅴの限定修飾語を構成する｡

e.g.?ape?/la?/pi?∂p3ulrl女性用の上着 ;si/?jaI〕/h3iこれと同じ色 ;toar】kuJal〕/ttna/

heau? (捕える ･ねずみ ･で ･わな)わなでねずみを捕える ;kai?avia /ntur]/pi?doak

(もつ ･とら ･に ･森)森にはとらがいる ;etc.

ときには,前置詞だけで形式類Ⅴの修飾語の位置に立つ ことがある｡ この点でこれ らのグル

ープを前置詞とよぶのには検討の余地があると思 うが,いちおう,te?≪ 自分≫ や ?uJq ≪そ

れ≫が省略 された ものと理解 しておきたい｡

e.g.?aupsam r3ukkuanma?/?mea/(te?)?a(か ･しよう ･連れて行 く .こども ･あ

なた ･と ･(自分)･か)お子 さんを連れて行 くのですか ;hlat,kai?avia/null]/(?ulq)(こわ

い ･ある ･とら ･に ･(それ)) こわい !とらがいる ;?ai?kaikhrak/juJa?/(te?)soh(私･

水牛 ･の ･(自分)･た くさん)私は水牛をた くさんもっている ;etc.

(2) 接 続 詞

私の得た資料では接続詞はあまり多 くなく,次のものがあるだけである｡

eg.nda≪ もしも～≫,?mea ≪そして ;であるが≫, par),paT]-mah ≪たとい≫, thP

くこ～の理由は≫

これ らは,文を導いて形式類Ⅴまたは他の文を修飾することができる｡文修飾の場合は修飾

語が被修飾語に先行することもある｡

e.g./nda(h3i)?ise/sam ?eaht3uh?LuT](もし ･これ ･もう ･くさる ･しよう ･取 る･

ない ･それ) もし (これが) くさっているのなら, いらない ;nata?urlmaic /?mea?u

maic?aphaum/(顔 ･それ ･よい ･であるが ･ない ･よい ･心) 気立てはよくないが 顔はき

れい ;/par1-mahmai??uh3u/?ai?sam h3ute?たといあなたが行かなくても私は行 く',
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/thDpu主h3ut3uh/hlai?la?彼がいかなかったのは雨降 りだったか らだ ;etc.

?meaは上例のように,それが導 く形式を受けて≪～であるが≫の意味に用いられ るはか,

並列的に2つの形式を結合することもできる｡(e.g.?ai? ?mea pai? ぼ くと君 ;rLu77mea

?du叩 大 きくて長い ;etc.)また前置詞 としても用い られ る｡

tbPはいちおう理由の接続詞 としてお くが,上例のように, これが導 く形式によって修飾 さ

れ る方の形式が前者の理由を表わ しているところか ら, もともとは thD(pu主h3ut3uh)mah

(hlai71a?)≪(彼が行かなかった) のは (雨降 りだったか ら)である≫のように名詞節を導 く

ものであったと考えられる｡

(3) 助動詞 ･後置助動詞

助動詞は形式類Ⅴに先行 し,後置助動詞は動詞に直接に後置されるが,意味的には互に近い

ものがある｡

助動詞には次のようなものがある｡

e.g.?i≪すでに～ した≫,sam ≪～ しよう,だろう≫ ti?≪まだ≫ ?aup≪いったい≫

?u,?u-ca?,ca?≪～ しない≫

?iは完了態,sam は未来を表わ し,ti?は未完了で否定文のみに用いられ る｡?aupは一般

に疑問を表わす｡?i,sam,?aupが同時に現われ るときは,前か ら /?aup?isam/の順序 と

なる｡

e.g./?i/sa?qai?もうおそ くなった ;/sam/?3i良ti?-tai?やがて 来 るだろう ;/ti?/hoic

t3uh まだ終っていない ;/?aup/mahh3i?a これですか ;/?aup ?isam/hoic?a もう終

ろうとす るところですか ;etc.

?u,?u-ca?,ca?ほ後置助動詞の t3uh と同じく否定を表わすが, 命令 (禁止)文および接

続詞に導かれた文 (いわゆる従属節)の中でしか用いられない｡

e.g./ca?/h3u行 くな ;ndapai?/?u-ca?/kuJah?tur]1a??ai?,sam ?3iilte?もし君が

それを僕に くれないのなら僕は帰 る ;etc.

後置助動詞には次のものがある｡

e.g.loan≪非常に～≫,?dar)≪ まだ,さらに～≫,ll)uh≪～ もまた≫ t3uh≪～ しない≫

peh≪～せ よ≫

loanは形容詞のみと結合する｡?da11は,前に述べた助動詞 ti?が否定文のみに用いられる

のに対 し,肯定文のみに用い られる｡loan,lDuh,t3uhが 同時に 用い られるときは, 前か ら

/loanlT)uht3uh/の順序 となる｡pehは命令文に用い られるo

e.g.kur3i丘ak/loan/ここはとても暗い ;puimah/?dall/ke?piplia(彼 ･である ･ま

だ ･彼 ･若者)彼はまだ若い ;mai?sl⊃um /lDuh/ma??a あなたも食事 しませんか ;st)um

/t3uh/te?食べません ;thpmaic/loanlPuht3uh/あれ もまたそんなに美 しくない ;khatuk
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/peh/napa?顔を洗え !

(4) 文 末 詞

文末のみに立つ もので,すべて疑問の意味を表わすo eg.?aくく～か≫, taul?≪～ではな

いか≫ ?∂joI〕≪～か≫

このうち,?a と tau?とは発問詞を もたない文 (助動詞 ?aupはあって もな くてもよい)

の終末に位 置して疑問文を構成する｡?∂joq は ?aup と同様に発間詞のあるなしにかかわ らず

疑問文をつ くる｡

e.g.maic/?a/きれいか ;?aupsam h3u?iake'1/taLu?/彼は遊びに行 くのだろう, ち

が うかい ;?〇kpa?n3um k∂nom /?∂jor]/いったいどこか ら出てきたのだ ;etc.

2.5. 文

最後に,文 の主語 ･述語,文修飾および命令文や間投文などについてまとめておきたい｡

(1) 主語 と述語

文の主語には形式類 Sが,述語には形式類Ⅴが立つ｡文を主語 と述語に分析すると,次の 3

つのタイプに分け られ る｡

i)主語 +述語

e.g.h3imahsaqこれが象だ ;khrakju_Ia??ai?kairiaqmu?pi-jula?mai?私の水牛

はあなたのと同じほ ど力がある ;etc.

ii)述語+主語

あまり多 くはないが,m乱h+発問詞が述語である場合に このタイプを とることが多い｡

e.g.manmam h3iこれは何であるか ;mahpenpト sam h3u誰が行 くか (行 くのは誰

か);etC.

iii)述 語 の み

これは i)ii)の主語が省略 されたものと, 無人称動詞 が述語動詞であるものとがある｡

e.g.h3uk∂nom どこ-行 く?;manmam 何だ ;?imbr3um 正午になった ;etc.

(2) 文修飾 と文の並列

文修飾に も,文 (被修飾語)+修飾語 と,修飾語+文の 2つの タイプが 考 え られ るが,前者

は述語 (形式類Ⅴ)の修飾 と形式のうえで区別がつかない｡文を修飾限定する形式は,時間 ･

場所を表わす名 詞,前置詞･接続詞に導かれた形式などである｡

e.g.?ai?sam h3u/sa73ih/ 明 日は私は行 きません ;/kurD/mah mam pi-kainun]

あそ こには何があ りますか ;/pan-man hlai?/ sam h3u te? 雨が 降っても私は 行 こう ;

etc.

ふつ うの文の並列については問題がないか ら省略するが,注意すべ きものは一方が無人称動

詞 による文の場合である｡次の例のように,意味的には主語述語の関係 (先行する文が主語)
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ないしは結果を表わす接続関係であることが多い｡

e.g.?e?h3uCual]te7,7i?d3in私たちは歩いて, ながい間になる (-ながい間歩いた);

ceamatu,?i?3ulk金を使って,全部すんだ (-金を使いはたした);juhpa?kan,?ihoic

ね 君は仕事をして,終ったのか (-仕事はすんだか);etc.

(3) 命令文その他

命令文の動詞は後置助動詞 pehを,否定の命令文 (禁止文)には助動詞 ?u,ca?,?u-ca?を

伴なう｡p血 はなくてもよい｡命令文はふつう主語がなく, また他動表現 における 目的語 も

省略され うる｡

e.g.h3u?asaicpehtai?pa?手を洗って来い ;ca?julam 泣 くな ;?eah?eah取れ取れ

(どうぞどうぞ);

感嘆文はいっそう不完全な断片的文であって,感嘆詞や名詞 (句)だけのものが多い｡

e.g.?olah,?ijum ああ,死んでしまった ;ねham 何だって ! ;?uIウソ (返答);kuan-

ndlつu?tia?kuanndDu?tia?こらこら (坊や坊や);etc.
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